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１．はじめに
　本稿に繋がる研究として，これまで中学生を対象とし
た量的調査，質的調査から幼児期の造形活動の意義につ
いての研究を行ってきた。
　それぞれ具体的には，槇・小橋（2013）ではアンケー
ト調査から1），小橋・槇（2014）では抽出児を追跡し2），
槇・小橋（2015）ではどのような資質が培われてきたか
についての調査を行った3）。それらから，幼児期の造形
活動は造形にかかわる能力の獲得や想像力，創造力だけ
ではなく，他の資質の育成にも寄与していたことが示さ
れた。
　いずれの論考もＣ市Ａ幼稚園における実践である「日
常保育の中での自由な造形活動の時間」を体験した子ど
もたちを対象としてまとめたものであり，計画者・指導
者として槇，補助者として小橋が関わってきた。
　これまでの論考は中学生の時期の幼児期の記憶などを
元に行ったが，その中学生がＡ幼稚園の園児だった頃の
担当教員による造形活動日誌記録が残っており，かつ近
年幼児を１年間追跡した記録も発見された。
　そこで，これまでの論考を幼児期の活動記録から検討
をし，その影響を検証するための基礎資料としたい。本
稿では質的調査の側面から，造形体験が及ぼす影響をと
らえていきたい。
２．研究目的
2-1　目　　的
　先行する研究「幼児期の造形活動が中学生に及ぼす影
響Ⅱ―抽出児より―」では，幼児期にＡ幼稚園で造形活
動に参加した卒園生を追跡し中学生の時期に調査した。
方法として，一人の中学生を抽出し，中学生の時期の興
味関心，幼児期の記憶や造形活動に関する本人や家庭へ
のアンケート，本人へのインタビューを試みた。そこか
ら幼児期の造形活動がどのように中学生に影響を与えて
いるかを報告した。その成果を，抽出児の幼児期から中
学校までの「造形ヒストリー」として整理したが，幼児
期の実態把握が課題として残っていた。そこで，本稿で
は抽出した中学生がＡ幼稚園に在籍した時期である平成
16年度（2004年）に行われた造形活動の記録日誌や活動
評価票をもとに，年長の頃の抽出児の造形活動を「ライ
フ・ヒストリー」の一部と捉え，１年間の造形活動の中
でどのような変容があったかを明らかにし，その意味を
考察する。
2-2　ライフ・ヒストリーとは
　ライフ・ヒストリーは谷富夫（1996）4）によると「個
人の一生の記録，あるいは，個人の生活の過去から現在
にいたる記録のことである。具体的には口述史，自伝，
伝記，日記など」があるという。ライフ・ヒストリー法
の可能性は「異文化理解」や仮説設定までの過程とな
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る「仮説索出」の段階，「類型構成」（質的調査と量的調
査の往還）にあり，さらにライフ・ヒストリーを追う観
点として「視点と問題意識が，あらかじめ戦略として定
まっている必要がある」と谷は述べる。
　今回の研究はまさに「幼児の生活文化の中」において
造形活動がどのような意味をもっていたのか（仮設索
出）を探り，これまでの量的調査との往還が可能であり，
造形活動と幼児との関わりについてのアプローチという
観点が定まっているということでライフ・ヒストリー法
の考え方を用い調査を行うに見合う研究内容であると考
えた。
　本稿では，日誌と当時の評価票などの資料を合わせな
がら，幼児の造形活動に関するライフ・ヒストリー（以
下，造形ヒストリー）をもとに論述する。
３．研究方法
3-1　Ａ児の所属と活動範囲及び担当者，記録情報
　本稿では，2004年４月～2005年３月までのＣ市にある
Ａ幼稚園の造形活動の時間における記録用紙を基に抽出
児のの造形ヒストリーを描くためのデータを示す。まず，
Ａ園の造形活動ではどのような取り組みが行われていた
かを整理する。次に抽出児に関する記述からその特性を
明らかにし，縦断的な変化からその変容を整理し，明ら
かにしていく。
　分析対象幼児の所属は次の通りである。
対象幼児：総数138名（男児77名，女児61名）
クラス数：４クラス（担任教員各クラス１名）
幼児年齢：５，６歳児の年長クラス
活動期間：平成16年４月～平成17年３月
対象活動：日常保育の中での自由な造形活動の時間
担当教員：年長児クラス担任４名（幼稚園勤務）
　　　　：造形活動専門担当教員１名（幼稚園勤務）
　　　　：造形活動計画者・指導者１名
　　　　：造形活動補助者２名
　本稿の基礎になる記録媒体は次の４点である。
・ 指導者から家庭へ発信したお便り（以下，「造形活動
通信」）
・活動計画書
・クラス別造形活動個人票
・クラス別造形活動日誌（クラス担任記入）
・クラス別造形活動日誌（造形活動補助員記入）
　以上の資料を整理し考察する。
3-2　抽出児について
　Ａ幼稚園において，本活動は年長児からスタートする。
年少児，年中児の段階では，教室で担任が行う一斉的
な造形活動や，年長児が毎年行う「つくって遊ぼう広場
（仮称）」（年長児が企画したお店屋さんごっこやお化け
屋敷・迷路などの活動；以下「広場」）に参加することが，
幼稚園内での造形的な体験となる。
　2004年度年長児の特徴を述べる。前年度の年長児の
「広場」は公開研究会で外からの参観者も来た大規模な
ものであった。そのため年長児が活動しているところを
「年中児として見た」記憶が強く残っている可能性のある
学年である。その点は，今後他学年との比較を行うこと
があれば，若干のバイアスを考慮する必要があるだろう。
　今回抽出する幼児（当時）は，初回からハードルなく
造形活動に取り組めた幼児ではなく，躊躇しながらも関
わりはじめた幼児（以下，Ａ児とする）である。また
2004年（平成16年）の活動をとり上げる理由としては，
通常の造形活動を年間を通して行えたということ，幼児
数が多く様々なタイプの幼児をみられたこと，記録が
全て残っており，かつ同じ幼児を年間を通して追いかけ
られたということが大きい。また，その年度の年長児は，
昨年までの研究で追跡をしてきた中学生とも重なる。さ
らに今回取り上げるＡ児は，小橋・槇（2014）において
も抽出した中学生と同一児であり，幼児期から中学生の
時期までの一連の流れを単に記憶のみだけではなく，活
動記録と幼児期の記録を当てはめていくことで，造形活
動内容と評価の妥当性を検証することにもつながると考
える。
　また本研究において抽出対象とすることについては，
関係者への承諾を得ていることを付記する。
3-2　Ａ幼稚園の「自由な造形活動」について
　Ａ幼稚園では，長年，年長児の「日常保育の中での自
由な造形活動の時間」を設けている。若干の場の設定の
変化はあるものの，一貫したねらいとして，幼児自身が
「主体的に取り組む活動・遊びを通して，幼児の表現力・
創造力を育む」（表１上段）としている。その時間の中
では，子どもたちが「もっとやりたい」と思えるような
表１　活動計画表（１学期）
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豊かな造形環境，夢中になれるような魅力的な材料・教
材を用意し，“遊び”の中で人やモノや周囲の環境とか
かわり，表現することを通して様々なことを学べるよう
に心がけ，場の設定や年間計画を組み行っている。
3-3　「造形活動通信」と「活動計画書」
　活動内容の伝達は家庭へも教員間でも意思疎通を行う
ために重要である。「造形活動通信（仮称）」は，子ども
たちの育ちに造形活動が持つ意味と，活動めあて，材料
を集めてもらう依頼が書かれ，保護者へ年２回配布され
ている。「活動計画書」（表１）は，１年間の見通しを立
てるために活動企画者の槇が立案し，各クラス担任，造
形活動補助員に配布し，説明の際に使用した資料であ
る。記載されている内容は，「ねらい」「活動日時（クラ
スの組み合わせ）」「材料収集について」「連絡係」「朝の
準備」「学期ごとの内容」「ルール」「収集物」「指導の流
れ」である。
　その特徴としては，単に活動計画を時系列で並べるの
ではなく，それぞれのめあてを明らかにし，１年間とい
う長い期間の中での幼児の育ちに焦点を当てた記述があ
ることである。
3-3-1　活動のねらい
　表１上段にあるように中心のねらいは「主体的に取り
組む活動・遊びを通して，幼児の表現力・創造力を育
む」である。１学期のテーマは「表現の楽しさ」，２学
期は「表現の意欲」，３学期は「表現の自信」をそれぞ
れテーマとしている。また各活動の観点を“モノ”，“人”，
“自分”に分け，さらに“モノ”については「気づく」
「感じる」「試す」，“人”については「出会う」「真似る」
「共感する」，“自分”については「安心して自分を出す」
ことを主なねらいとしている。
　活動のねらいの特徴は，それぞれの興味・関心に合わ
せることができるものとなっていることである。５領域
等も意識し，造形活動に関する「モノ」だけではなく
「人（他者）」「自分」を観点に入れてある。
　他にも材料，場所づくり，教員の紹介題材，教員や指
導者のかかわり方などがねらいと共に設定されている。
3-3-2　活動展開の特徴
　本活動では，４月から12月までは，幼児の多様な表現
傾向に応じるために，常に廃材を中心とした多様な素材
を設定している。そして毎回１～３種類の活動や教材を
紹介し，自由に場・活動・教材を選択して遊ぶ環境を構
成している。週１回程度，計15～16回の活動で１回の活
動時間は45～135分である。そして毎年必ず年度末に幼
児と教員が一緒に企画する行事「広場」を行っている
（計連続３日間程度）。これは，１年間を通して培ってき
た幼児自身の表現の力を広げたり深めたりする場となっ
ている。
　「広場」を企画していく過程においては，ごっこ遊び
を基盤として，自分が行ってみたいお店屋さんや活動
（ペット屋さんやお化け屋敷，ゲーム屋さん等）を考え
ることから始まり，売るものや，どのようなお店や場所
にしたいかを教員の支援を得ながら，友だちと考え合っ
てつくっていく（写真１～４）。
　最終的には，年少・年中クラス，保護者を呼び，自分
たちのつくった世界で楽しんでもらうという大きな活動
である。
　そのために４月からイメージを豊かにしたり，様々な
材料や場とかかわることをめあてに，友だちや教員，指
導者とも造形表現を通してコミュニケーションをとって
いくというプロセスが活動計画の中に入っている。
3-3-3　造形環境，場の設定
　Ａ幼稚園には年長児が造形活動を行うための部屋があ
り，図１のような配置が基本となっていた（当時）。教
員が一斉に指示した題材を幼児がつくるということでは
なく，幼児自身が興味を持ち，何をしようか考え，実際
にやってみることができるよう，様々な幼児の興味や
関心に対応し，造形表現につなげていけるように複数の
コーナーをつくっている。ままごとコーナーなど据え置
きのものもあるが，内容によって変化できるように活動
によって設定を変えている。また天候によっては外での
活動も行う。
写真１　「広場」廃材でロボット
写真２　「広場」うちゅう迷路（装置をつくる）
写真３　ビニール人形 写真４　アクセサリー
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3-4　クラス別造形活動日誌と個人票について
　本活動内に子どもたちがどのような行動をとったかを
担任教諭が２種類の用紙に記録した（図２，表３，表４）。
図２の各項目の詳細については表２で示した通りである。
　「記入者」「クラス名」「なかよし・遊び発見記録」（図
２①）「場の記録」（図２②）「場・教材・個人エピソー
ド記録」（図２③）「気になったこと」（図２④）「抽出
児」（図２⑤）について記録する欄がある。図２の各項
目の詳細は表２に整理した。
　図２の日誌に毎回担当したクラス担任，造形活動指導
者は記録をする。場合によっては，造形活動を今後どの
ようにすすめるか気になる幼児や，または相反する活動
を行う幼児をクラスごとに抽出し，１年間追跡する場合
もある（図２⑤）。
　「クラス別造形活動日誌」は日誌という性格上，その
日の設定に対して幼児がどのように関わったか１日の活
動の振り返りや，前回活動と今回活動の違い，教員のか
かわりを振り返るなど，前述の通り短期で活動を評価す
るものになる。
　表３，表４の用紙は，１学期と２・３学期の終わりに
個人の育ちについて気づいたことを記入した。
　図２は活動の中での特徴的な活動や行為を短期的にみ
るために，表３，表４の個人票は個人の興味関心や育ち
を中期的にみるための記録となった。
　本稿では，以上の「クラス別造形活動日誌」及び個人
票から個人のヒストリーを読み解いていく。
４．結　　果
　本章では，日誌をもとにしたＡ児の造形ヒストリーの
整理と，年間活動での教員の評価から変容を分析してい
く。
　以下は2004年度の本活動の実施状況である。
実施回数：21回（「広場」を除く）
M 
T 
F 
S 
M ま ま ご と
T つ く る
F フ リ ー
S 外  
用 具 ・ 道 具
入 れ
テーブル
図１　造形活動のための部屋の間取り
写真５　造形活動のための部屋　　　
　　　　（入口／Ｆから奥／Ｍを臨む）
図２　クラス別造形活動日誌
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表２　日誌内各項目について
①　「なかよし・遊び発見記録」…場との関係を記録
②　「場の記録」…本日の設定や特徴の記録
③ 　「場・教材・個人エピソード記録」…場と人や特徴
のある活動や何を作っていたか，工夫点などについて
記録
④ 　「気になったこと」…本日の活動で気になったこと
（指導方法や教師の反省，次回の課題等）を記録
⑤ 　「抽出児」…抽出した幼児について記録し，更に以
下の部分についても記録。
・ どの部分で多く活動を行っていたか（場／Ｍ・Ｔ・Ｆ・Ｓ）
　Ｍままごと，Ｔ作り場，Ｆフリー，Ｓ外
・何人で行っていたか（人／１・２・SG・LG）
　１…１人，２…２人，SG…スモールグループ，
　LG…ラージグループ
・物との関わりについて（ｔ，ｓ，ｒ）
　ｔ…探索，ｓ…製作，ｒ…利用
・表現傾向（ｋ，ｍ．ｇ）
　ｋ…身体，ｍ…もの，ｇ…ごっこ
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Ａ児参加回数：20回（記録有19回）
Ａ児所属クラス情報：男児18名，女児16名（計34名）
4-1　Ａ児の造形ヒストリーについて（日誌より）
　表５（次頁）は，毎回の日誌を元にＡ児の年長での本
活動開始時点から終了までを，担任や造形指導者からみ
たＡ児の記録を一覧にまとめたものである。
　担任の自由記述の箇所は，当日の活動で特に印象に
残った箇所，起こった出来事，担任自身の考えなどが混
在して記録されている。そのため，同じ日の記録内容に
ついても，書かれている内容一つごとに番号をふる。
4-1-1　Ａ児の傾向
　表５よりＡ児の表現活動の傾向について整理をする。
“場”の傾向については，Ａ児について記録が残されて
いるものは21回中12回である。その中で，Ｍ（ままご
と）が０回，Ｔ（作り場）が５回，Ｆ（フリースペー
ス）が０回，Ｓ（外）が７回である。
　“人”の傾向については，13回の記録が残っていた。
１人での活動が，11回で，１～２人の活動が２回である。
“モノ”の傾向については，13回の記録のうち，ｓ（製作）
が12回，ｔ（探索）が１回，ｒ（利用）が０回であった。
　「表現の傾向」については，11回の記録のうち，ｋ（身
体）が２回（複数選択含む），ｍ（もの）が11回（複数
選択含む），ｇ（ごっこ）が０回であった。
　Ａ児の表現傾向として日誌に残された記録からは，
「Ｓ／外」や「Ｔ／作り場」での活動が多く，「１人」で
「製作」を行い，「ものをつくる表現傾向」が強いことが
読み取れる。
　また，日誌に残された活動エピソードの文章を，「何
をつくっていたか」「どのような行動をしていたか，情
動面」ということを中心に，単語を抜き出し，１年間の
中でＡ児にどのような活動の変容があったのか（あるい
はなかったのか）を次にみていく。
　表６は前述の内容を一部抜き出して表にしたものであ
る。Ａ児は初回活動では，「つくった内容」では，初回
は何をしてよいか分からないということから友だちの真
似をして「マラカスづくり」をした。初回の活動は，活
動のねらい自体も初回は「慣れる」ことを中心として挙
げているが，どの幼児も探索をすることで終了する場合
が多い。
　２回目以降は，見本をもとに「パフェづくり」を４回
連続で行い，紙づくり１回，舟づくり３回と１学期にお
いては製作内容に連続性が見られた。
　つくる作品やつくり始める際の影響の傾向としては，
提示されたものに触発され作り始めるが，１回の活動で
終わりにはせず，何度もくり返し同じものをつくってい
く傾向がある。ただし，同じものといっても，その回ご
とに新しい工夫をしていることが日誌の内容からも読み
取ることができる。
　２学期以降は１学期までの活動を再試行するところか
ら始まり（舟づくり），小麦粉粘土などの新しい提示の
物などにも関わりつつ，デザートづくりでは１学期の要
素も踏まえながら，デザートを入れる箱を用意するなど，
工夫や発展が表れている。また最終回に近づく頃には，
友だちの作品からの影響だけではなく，友だちと作品に
ついて自慢し合うなど，自分の作品のよさについて，ど
こがよいのかを，人へ伝える行動もみられる。
　ここでのＡ児の造形ヒストリーは，１年間である。活
動自体は３学期間の中で計画が組まれている。そこで学
期ごとに分け，Ａ児の変容をさらに追っていく。
4-1-2　Ａ児の日誌から表現の過程をおう
　Ａ児の日誌記録からは，「泣く」という単語がよく表
れる。担任だけではなく，造形指導者の記載にもある。
日誌の記録には「泣く」という状態だけではなく，何故
Ａ児は泣いたのか，その理由も一緒に書かれている。
　Ａ児の場合の「泣く」行為は友だちとケンカしてとい
うことではなく，いずれも自己表現の際の葛藤から生じ
たものである。このことは，造形活動を通してハードル
に出会った場面ととらえられるのではないか。
　日誌の中に記載されている，結果として表れた表現行
為や作品と泣いた理由を合わせていくことで，その活動
の過程において何に「つまづき」を感じたのか，また乗
り越えたのか，回避したのかを捉えることができるので
はないだろうかと考える。
表３　個人表／部分（１学期）
表４　個人票／部分（２・３学期）
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表５　Ａ児の１年間の活動記録
回 めあて 場 人 物 表現 活動エピソード
①
表現する心・解放感
モノ
気づく
感じる
試す
人
出会う真似る
共感する
自分
安心して自分を
出す
Ｔ １ ｓ － （1）「どうしたらいいの」と半分泣きそうになっていたが，（2）まわりをみ
て真似をしてマラカスを作る。
② Ｔ １ ｓ － （3）他の子が使っている物で，それがないと泣く。（4）とてもこだわりがある
ようで，色々と工夫して作っている。
（5）Ｔカップの中にどんぐりや，お花紙，キャップ等を入れてパフェをつ
くっていた。（6）何かを入れるとその都度見せにくる。
③ － － － － Ａ児に関する記録はなし
④ － － － － （7）毎回のようにパフェを作る。（8）カラーセロハンやはながみを使うよ
うになる。
⑤ － － － － （9）いつも通りパフェを作るが（10）外に積極的に出てローラー，ステン
シルでも遊ぶ。
（11）Ｓローラーステンシルは最初寄りつかない。（12）Ａ児が始めてから
次々に（他の子も）外へ来た。
⑥ － １ ｔ Ｍ （13）パフェは相変わらず作る。（14）粘土の紙がなくなってしまい，他の
では我慢ができず泣く。
６ Ｓ １ ｓ Ｍ （15）ずっと最初から紙づくりをする。（16）実験みたくこだわるが「みど
りの葉っぱ」？がないーと泣き出した。（17）ずっと泣いていた。
７ Ｔ １ ｓ Ｍ （18）舟が上手くできない，旗がない，やり方が分からない等計４回泣く。
（19）制作した物は満足していた。
⑧
表現する技能・自身理解する
モノ
工夫する
遊びこむ
人
考えを伝えあう
自分
いろいろなもの
で自分を表す
Ｔ １ ｓ ｋ （20）１学期最後にやったヨットを作る。（21）細かいところまで工夫をし
て作っていた。（煙など）
（22）Ｆ粘土　好きな量の粘土を出して，自由につくる。（Ａ児他）
⑨ Ｓ １ ｓ ｍ （23）ヨットを大きめのトレイを使って作る。（24）くも，旗，船の模様，
少しずつ本物のように工夫している。
10 － － － － 欠席
⑪ － １ ｓ ｍ （25）舟をつくる。少しずつ変化している。（模様・大きさ・煙など）
⑫ － － － － （26）小麦粉粘土を作る。（27）色や形を気にしてきれいにしようと頑張っ
ている。
⑬ Ｓ １ ｓ Ｍ （28）デザート作り。（29）ボンドをクリームにしてきれいに飾る。（30）ス
プーンがないことでパニックになり，泣いてしまう。
⑭ Ｓ １ ｓ Ｍ （31）デザートを作る，（32）ワッフルの形を口だけでなく他のも作り，工
夫している。（33）入れ物もきれいなものを用意する。
⑮ Ｓ １ ｓ Ｍ （34）粉粘土をずっとやる。（35）人と関わるが一緒に作ったりはしない。
（36）ロボットに興味をもっていたようなので，次回声を掛けたいと思う。
⑯ － － － － （37）好きな飾りがなくなったり，ロボットが作り終わらず泣く場面もある。
（38）指人形で一緒にやろうとするが，他の子どもとイメージ，意見が合わ
ず怒ってやめてしまうこともあった。
⑰
表現する意欲・楽しさ
モノ
挑戦する・目的
を持って用いる
人
協力する・交流
する
自分
なかまの中で自
分を表す
Ｔ １ ｔ km （39）大きな恐竜をつくるがガムテープでなく，セロハンテープを使いとれ
て泣く。（40）材料により考えられるとよい。
（41）Ｔ（Ａ児，Ｂ児，Ｃ児）大きいものを協力して作る。できたものを他
の子に見せて喜ぶ場面も。
⑱ － － － － （42）ガチャガチャを作る。（43）今度は大型のものを作るとのこと。
⑲ － － － － 記述なし
⑳ Ｓ 12 ｓ ｍ （44）卒園製作では，スパンコールを使わないでメダルを作っていた。
㉑ Ｓ 12 ｓ ｍ （45）相変わらず一人で作る。（46）が，友だちとお互いの物を自慢し合う
姿あり。（47）泣かずに代わりのものを使うことができている。
↑ ○で囲まれた回は，担当の日誌記録より。囲まれていない回は補助者の日誌記録より。 ↑ 下線はつくったもの
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　日誌をもとに，「泣いた」，または「泣きそうになっ
た」と記述されている回をとり出し，どのような場面で，
どのような理由泣いたのか，その後Ａ児は，葛藤に対し
てどのように向き合ったのかを明らかにしていきたい。
そのことでＡ児の造形活動を通しての成長を追いかけて
いく。
4-1-2-2　Ａ児の製作過程からの解釈
　担任または指導者が記録に残した文章は，アンダーラ
インで示す。
第１回
　第１回は，造形アトリエにどのようなものが置いてあ
るのか，何ができそうなのか，どのような動きができる
のか（するのか），という「場に慣れる」ことがめあて
である。いつもの教室とは違う「造形活動の部屋（以下，
造形アトリエ）」に始めて来る日である。そのため，興味
や関心もあるが，一方で不安や緊張も高い。Ａ児の様子
はまさに，初回の幼児の姿が表れているといえるだろう。
　担任の記述によると，造形アトリエに来て，何をして
よいか分からないということから（1）「『どうしたらい
いの』と半分泣きそうになって」と記述されている。そ
の解決方法として，周りの様子から何をするとよいかを
判断し，「マラカス」（カップや飲料容器の中にビーズや
ドングリなどを入れ，容器を合わせて音を出すもの）を
つくり「何をしていいか分からない」ということについ
ては，友だちに影響を受け，同じように（「つくる」）す
ることで解決をした。
第２回
　１回目から４日後の本活動の日誌の記述には，（3）「他
の子が使っている物で，それがないと泣く。」とある。
理由としては，他の幼児が使っていたものを使おうとし
たところ材料がなく，そのため泣いた。
　その他，（4）「とてもこだわりがあるようで，色々と
工夫して作っている。」や，さらに個別記録だけではな
く，全体記録の方にもT「作り場」で（5）「カップの中
にどんぐりや，お花紙，キャップ等を入れてパフェをつ
くっていた。」　（6）「何かを入れるとその都度見せにく
る。」と記述されていた。
　この日の特徴的なこととしては，「こだわりがあり
色々と工夫してつくる」「その都度見せにくる」とある
ように，初日とは違い，「パフェ」づくりに自分で向き
合っている様子，さらに工夫をしようとしている様子が
見えてくる。パフェは教員の見本が置いてはあるのだが，
全く同じものをつくるのではなく，様々な材料に触れて，
それを見立ててパフェに利用している様子が記録から読
みとれる。
　２回目は「気づく」がめあてであったが，材料の場所，
見本をみて，どうしたらパフェをつくることができると
いうこと，材料を見立てて利用することにＡ児なりに気
づいた日であったといえる。
第６回
　第３回～５回までは泣いた記録は特に残っていない。
２回目につくったパフェを継続してつくっていた様子が
記録されている。
　第６回の日誌の記録は担任と，造形指導者がそれぞれ
別の用紙に記述をするが，この回は両者の記述が残って
いた。
　この回もパフェをつくっていることは（13）「パフェ
は相変わらず作る。」という記録から読み取れる。その
他にも（15）「ずっと最初から紙づくりをする。」とある
ように設定内容の紙づくりが始まり影響を受けてつくっ
ていることが分かる。紙づくりは，ちり紙とお花紙を手
でちぎり，カップ等に入れ，のりと水をさらに加えて
混ぜて，団子状の紙粘土である。手軽に作ることが出来，
お花紙の色を変えることで色も変わる。試行錯誤がで
きるため，何度も繰り返してつくる幼児も多い活動であ
る。
　担任記述では，（14）「粘土の紙がなくなってしまい，
他のでは我慢ができず泣く。」とあり，造形指導者記述
で（16）「実験みたくこだわるが『みどりの葉っぱ』？
がないーと泣き出した。」とあるように，「実験みたく」
こだわり，「他のでは我慢できず」と，希望する材料が
ないことに対してＡ児は泣いている。また他のものでは
代用が利かないという意識が（17）「ずっと泣いていた。」
に表れているのかもしれない。
表６　Ａ児の表現内容と受けた影響，行為・情動
回 つくったもの 影響 行為，行動，情動
1 マラカス 友だち 不安・真似
2 パフェ 見本 承認，泣く
3 記録なし
4 パフェ 材料触発
5 パフェ
他の活動で興味関心，新
しいものに挑戦，他の幼
児へ影響を与える
6 パフェ 泣く
7 紙づくり 提示 実験，泣く
8 舟づくり 一斉指導 泣く
9 舟づくり 粘土 細かいところまで工夫
10 ヨット
前活動 製作時の工夫（煙・旗・
模様）
11 欠席
12 ヨット 前回のとは変化
13 小麦粉粘土 提示 色や形の工夫
14 デザート 提示／見本 飾りの工夫，泣く
15 デザート 形の工夫，入れ物用意
16 粉粘土
一人でつくる，ロボット
への興味
17 ロボット 友だち 泣く，怒る
18 大きな恐竜 泣く
19 ガチャガチャ 次回の計画がある
20 記述なし
21 メダル 卒業製作 人と違う工夫
22
友だちとかかわる，代用
できる，泣かない
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　紙粘土づくりは，簡単な技術で，こうしたいという色や
形に工夫ができるため，何度もくり返しつくることを誘発
する活動である。Ａ児は１回で活動を終わりにせず，何
度もくり返し紙づくりをしていたことが記録より分かる。
　６回目の記録ではＡ児が泣いたまま活動が終わったの
か，この回において葛藤を乗り越える契機があったのか
は不明である。
第７回
　前回から２週間後の活動記録である。
　この時の日誌は造形指導者が残していたもので，（19）
「制作した物は満足していた。」と記述されていた。本活
動では，それぞれの幼児が，それぞれに合った内容を自
分でみつけて，自分のペースで行ってほしいということ
から，ほぼ一斉指導の活動は行わない。ただ毎年夏休み
に入る前の活動においては「舟づくり」の活動を一斉に
行う。その理由としては，簡単な仕組みのあるもの，道
具を使わないとできないものを入れることで，日頃「つ
くる」ことに興味が高くはない幼児も含めて全ての幼児
に「つくること」を体験させたいということがある。ま
た，動くおもちゃは幼児には魅力的であり，つくるとい
うことと遊ぶことを行き来できるという特徴がある。壊
れると遊ぶために修理をし，もっと早く舟を走らせるた
めの工夫や，素敵に見せるための飾り付けなど，幼児な
りにプラスαの試行錯誤をできる活動でもある。また夏
休み前につくることで，家へ持ち帰り，家の人と一緒に
遊ぶということも可能であり，人とのコミュニケーショ
ンを図る役割も考えている。
　そのような理由で舟づくりを行うのだが，教員の説明
で一斉に動き，発泡スチロール皿を少しだけハサミで
切ったり，ガムテープで輪ゴムをおさえたりということ
は，設計図がある動きであり，幼児自身から出てきた動
きではない。そのため，一連の活動がＡ児にとっても
ハードルとなり（18）「舟が上手くできない，旗がない，
やり方が分からない等計４回泣く。」というように言葉
での表現や，泣くという行為に表れたともいえるだろう。
他の幼児にとってもハードルとなる部分である。
　この活動を行う際には，つくり方は，教員も一緒に行っ
たり，ガイドラインを材料につけておいたり等，それぞ
れの幼児が出来上がりまで自分のペースで行えるよう支
援をしながら行うことが要となる。そしてそれを用いて
自分で「遊ぶ」ところまで行った時に，「つくる」エン
ジンにもさらに火がつき，仕組みを工夫したり，飾り付
けをしたり，速さを友だちと競ったり，船長をつくって
物語づくりをしたりと，そこからそれぞれ個人の工夫が
始まる。
　Ａ児のこの活動の際の工夫の方向までは記録からは読
み取ることはできないが，（19）「制作をしたものは満足
していた。」ということから，ハードルを越えたあとに
遊ぶことで，試行錯誤し希望通りになかなかならないな
がらも，一連の活動が満足する形につながったことは読
み取れる。
第13回
　夏休みを終えて，13回目までは，夏休み前につくった
舟に影響を受けヨット等を作っていた。第13回目の記録
では（28）「デザート作り」と記述されている。このデ
ザートづくりは見本として提示されたものである。この
時期は，１月に行う「広場」の活動へ向け，お店屋さん
の要素を構成しそうなものが，場の一部に設定され始め
る。そのひとつのデザートづくりである。
　この時は，集中し工夫してつくっていたが，その際に
使いたかった道具がなく，（29）「ボンドをクリームにし
てきれいに飾る。スプーンがないことでパニックになり，
泣いてしまう。」と記載されていた。材料の使い方とし
ては，ボンドをクリームのように使うという材料を見立
てての工夫をしているが，道具については他のものを活
用することは，し始めていないようである。
　翌回も（31）「デザートを作る」。ただし13回目と違う
ところは，（32）「ワッフルの形を口だけでなく他のも作
り，工夫している。」（33）「入れ物もきれいなものを用意
する。」（14回担任記録）と，さらに工夫をし，デザート
の周りも作る等の工夫まで進めている記録が残っている。
　13回目と14回目の様子を読み取るならば，Ａ児は，泣
きはするが，それは表現への意欲と現状の用具や材料，
または自分自身の技量とのギャップを感じていることか
らきているものだろう。そのハードルを自分なりにクリ
アできると，さらに工夫しつくり，誰でも使える技術だ
けではなくＡ児なりの工夫という高みまで達していると
読みとることもできる。
第16回
　担任の記録では，（37）「好きな飾りがなくなったり，
ロボットが作り終わらず泣く場面もある。」と記述され
ていた。
　（38）「指人形で一緒にやろうとするが，他の子どもと
イメージ，意見が合わず怒ってやめてしまうこともあっ
た。」とあり，イメージがあるのだけれど，それを形に
まで仕上げる時間がなかったり，形にする際に意見が合
わず怒るとあるように，「こうしたい」という気持ちが
強くあることが読み取れる。その前週に「人と関わるが
一緒に作ったりはしない。ロボットに興味をもっていた
ようなので，次回声を掛けたいと思う。」と担任が記録
していたので，16回の際に，友だちと一緒に作ってみる
よう担任が声を掛けたのかもしれない。この回でＡ児は
自分の主張をし「意見が合わなかった」という体験をし
た。記録内にも他者とのかかわりが始めて出てきた。
第17回
　担任の記録では（39）「大きな恐竜をつくるがガム
テープでなく，セロハンテープを使いとれて泣く。」（40）
「材料により考えられるとよい。」と書かれている。それ
までは両手に入る程度のデザートや舟，あるいは視野を
広く持たなくともつくることのできる物をつくることが
多かった。ここからは，教員の声かけの影響もあったの
か，大きな恐竜づくりが正月明けの17回目の活動では見
られた。材料や用具の使い方については，過去の経験を
もとに転移させて行っている様子ではあるが，大きさや
使う材料の違いから，今までとは同じようにはいかない。
そこがハードルとなって泣くという行為に表れていると
いえよう。
　さらに，特筆すべきは（41）「T（Ａ児，Ｂ児，Ｃ児）
大きいものを協力して作る。できたものを他の子に見せ
て喜ぶ場面も。」と場面記録に書かれていたが，友だち
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との関わりがあった。（39）（40）（41）の前後関係は不
明ではあるものの，大きなものをつくることへのチャレ
ンジと友だちとの関わりという，モノと人への関わりの
幅が広がっていることが伺える。
　第17回はＡ児にとって，それまでの活動とは内容を大
きく変えた回となる。
第18回以降
　その後の回では目の前に現れたハードルに対して「泣
いた」ことは記録されていない。
　特筆すべき点としては，
（44）「卒園製作では，スパンコールを使わないでメダル
を作っていた。」（20回担任記述）
（45）「相変わらず一人で作る。」 （46）「が，友だちとお
互いの物を自慢し合う姿あり。」 （47）「泣かずに代わり
のものを使うことができている。」（21回担任記述）と記
述が担任により残されていることである。
　最後の本活動では（47）「泣かずに代わりのものを使
うことができている。」とあるように，他のものを転用
して使うことが少なかったことはＡ児にとって課題の一
つではあったが，それを超えることができている姿が記
録されている。
4-1-2-3　Ａ児の活動と評価
　１年間のＡ児の本活動での様子を追ってきた。その中
でＡ児自身は，活動してみたいと思えるような内容を自
分選んで，活動していたことが記録から読み取ることが
できた。活動場面において，材料不足や時間や，技術の
不足がＡ児の葛藤の要因となっていたことも分かった。
日誌記録では，同じものをつくり続けることが多くあっ
たが，同じ作品でもＡ児自身の課題がその度ごとに変
わってきていたことも読み取れる。
　担任教員の記述した評価票においては，１学期は「視
覚表現」が豊かであり，特に絵具遊びや自由製作を好み，
自己表現について育ちが特にあったと記録されている。
　２・３学期については，視覚表現の豊かさだけではな
く，担任の思いとして，人との関わり，モノとの関わり
についての育ちに触れる言葉が見られた。
　それらの担任の思いもＡ児を支援する言葉や行為とし
て表れたり，また３学期に関しては，自分の好きなよう
に活動できる本活動だけではなく，友だち同士や教員と
一緒に活動をつくるという目的の「広場」があることで，
これまでの幼児自身の経験を広げ深めることに繋げてい
ることも垣間見えてきた。
4-1-2-4　「つくって遊ぶ広場」との関係
　実践活動記録では日常範囲での記録のため「広場」に
関する記載はない。しかし，Ａ児への影響を測るため
「広場」前後の記録も見る。
　第19回と第20回の間に「広場」は行われた。直接「広
場」に関係する日常の造形活動については，「広場」で
の役割に分かれて各幼児が活動している様子が第18回，
第19回の記録として残っている。
（第19回の記録についてはＡ児のものは残っていない）
　「広場」までの日誌からは，「広場」用の製作のため，
幼児にとってもロボットなどの大型作品や，お店の準備
をするために同じようなものをたくさん作る必要性が出
てきたことが読みとれる。Ａ児もロボット製作等の記述
があるが，第15回では，（35）「人と関わるが一緒に作っ
たりはしない。」と人との関わりは薄いが，第16回では
（38）「指人形で一緒にやろうとするが，他の子どもとイ
メージ，意見が合わず怒ってやめてしまうこともあっ
た。」と徐々にではあるが，友だちとの関わりが見られ
る。第17回から人とのかかわりに変容の兆しが（41）
「（Ａ児，Ｂ児，Ｃ児）大きいものを協力して作る。でき
たものを他の子に見せて喜ぶ場面も。」とある。
　そのような人との関わりが徐々に出来てきたところへ，
「広場」を通して，さらにモノや人への関わりが量的に
も増えて，その後の本活動にも人と関わることへの主体
性が出てくるようになったといえるのではないだろうか。
　Ａ児の造形活動の特徴としては，
・つくることを楽しみよくする
・自分なりの工夫をよくする
・一人でつくることが多い
・ ほしいものがない場合に他のものを利用することは少
ない
ということが挙げられる。本活動では，幼児が主体とな
り活動を選ぶため，どの幼児も本人の興味関心に偏るこ
とは否めない。
　そのような中で，「広場」活動が入るということは，
それまでの日常の活動で培われてきた個人の興味関心や
技能を，「広場」へつなげる契機となったのではないだ
ろうか。「自由な造形活動」の時間だけではなく「広場」
という設定があることで“人”とのかかわりが進んだ様
子が日誌からも分かる。
　「広場」を終えたあとのＡ児は（45）「相変わらず一人
で作る。」 （46）「が，友だちとお互いの物を自慢し合う
姿あり。」とあるように，友だちも認めつつ，自分も好
きなものをつくるという自律的な関係が形成されている。
またモノとの関わりも，（47）「泣かずに代わりのものを
使うことができている。」とあるように，前述の教員の
思いや願いの部分が達成されたと感じたのか，教員が記
録を残している。
　Ａ児については本活動での個人の表現活動が補償され，
「広場」において，表現やそれに伴う関わりの広がりと
深化へつながったと言えるだろう。
５．ま と め
　Ａ児の１年間の造形ヒストリーを日誌を中心として追
いかけていった。最初は何をしてよいか戸惑っていた初
回から，モノとの出会い，環境や人との関わりや影響の
中で，ハードルとなる出来事もありながら，つくること
を楽しみ，最終的には本活動の時間のねらいとしていた，
モノや人，自分とＡ児なりに関わり解決していった過程
をとらえることができた。
　前回までの論考ではＡ児は家庭環境とそれまでの学校
教育での出会いに支えられて興味関心の強さと豊かな表
現力，主体的な表現が開花したことが理解されたが，本
稿での造形ヒストリーによって，表現への広がりや深ま
りがどのような活動との関連で起こるのかを捉える事が
出来た。
　幼児期の造形活動において，ハードルが現れたことで
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躊躇して先に進まず，止めてしまうこともあるだろう。し
かしそこで何度でも試す場やサポートする人，一緒に面
白がる仲間がいる中で，技能がイメージに追いつくくらい
造形ができたということはＡ児の造形ヒストリーにおい
て，さらに次へ進む分岐点になったといえるのではないか。
　また，そういった個の興味から，人間関係においても
仲間を受容し受容されるという関係性の体験へつながっ
た事例として読み解くことも可能であろう。
　つまり造形活動では，全て自由な活動でも，あるいは
全て見本を示す行動でもよいということではなく，幼児
の育ちやその後の展開を考え環境設定し，幼児の興味関
心を意識していくことで，豊かな造形活動につながり，モ
ノや人，場へのかかわり方の質に影響するといえるだろう。
　Ａ児の中学生時代の様子からは造形活動への興味関心
は幼児期から継続されていることが分かっている。幼児
期に培われたものが継続しているということであるなら
ば，幼児期がその後の表現活動への関わりを育む起点と
なりうるのではないかと考える。
今後の課題
　今回は１名の造形ヒストリーを追いかけた。今後は，
複数についてインタビュー形式で追跡調査をし，ライ
フ・ヒストリーとしてまとめていきたいと考える。
　本稿でのＡ児は，自身の興味関心に沿った進路を自ら
選び，そこにおいて深い学びをしていると聞く。
　造形表現活動が“造形”だけにとどまるものではなく，
子どもたちのその後の成長へどのように影響していくの
か，つまり結果としての造形力だけではなく，過程の中
で，どのような資質が育まれているのか，さらに質的な
調査を行っていきたい。
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